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研究概要 超薄型有機太陽電池(OPV)の効率や安定性が向上しており、ウェアラブルデバイスへの

電力供給源などの応用が期待される 1。応用研究の加速のためには、ターゲットとなる駆動素子へ

の適切に電力供給を行うため、電流・電圧を調整されたモジュール作製が必要不可欠となる。特

に、与えられたフィルムサイズ上でどの程度のモジュールを作製しうるかの検討を行い、効率を

維持したまま大面積化することが重要となる。本研究では、太陽電池モジュールのデザインや形

状を検討することで、有機太陽電池モジュールのデザインおよび実デバイスの作製と、リチウム

ポリマーバッテリへの充電に成功したので報告する。 

実験及び結果 支持ガラスに剥離層としてフッ素ポリマー(3M, Novec1700)を成膜後、パリレン

(KISCO Ltd, dix SR)を化学気相成長により厚み 1 µmの基板を成膜した。基板上に透明電極として

酸化インジウムスズ(ITO)をスパッタにより成膜し、フォトリソグラフィによってパターニングを

行った。透明電極上に外部電極として、Cr/Auを蒸着した。電子輸送層として PEI-Zn 2、有機活性

層(PBDTTT-OFT:IEICO-4F)、を順次スピンコートで成膜した。正孔輸送層(MoOx)、アノード電極

(Ag)を蒸着した。封止層として、パリレン 1 µmを成膜し、支持ガラスから剥離させ、大面積超薄

膜 OPV を作製した。ITO起因のシリーズ抵抗上昇を極力抑えるために縦 2 mm×横 19 mmの長方

形のセルを 9 個直列に基板上に配置し、リチウムポリマーバッテリ充電に必要な電圧と最大限の

電流を確保した。基板面積 777 mm2上に発電面積 342 mm2 (開口率約 44％)の大面積超薄膜 OPV を

作製した。作製したモジュールを Fig.1 に示す。剥離した超薄膜 OPVの短絡電流 2.50 mA/cm2, 開

放電圧 6.18 V, フィルファクター0.64で、エネルギー変換効率は 9.82％であった。この OPV を使

用し、市販リチウムポリマーバッテリ(220 mAh, 3.7 V)に充電したグラフを Fig.2に示す。3時間で

0.12 Vの電圧上昇を確認した。これにより、OPVをソフトロボットのエナジーハーベスターとし

て活用されることが期待できる。 
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Fig.1 作製した OPV モジュール 

 

Fig.2 リポバッテリ充電結果 
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